
本意な事です、しかし「将来この庭で本当に大丈夫だろうか？」そんな、

危機感を持って設計の段階から業者と話をしてゆくべきだと思うのです。 

正直、こんな後ろ向きな話は私も好みません。 

でも、これって物凄く大事な事だと思いませんか？ 

偽善者と呼ばれようが、何と言おうがその指摘は甘んじてお受けします、私の想いを

真っ向から否定されるのも結構です。 

だけど、あえて大きな声で言わせていただきたいのです！ 

「住む人の安全より大事なものなんて何一つ無い！」 

 住む人にとって安全であるという事、 

 使う人の使い勝手を真剣に考える事、 

私はこの２つが何よりも大事なことだと思うのです。 

 

しかし、大なり小なり我々プランナーは 

「俺様が造った庭だ！」 

などと、自らのエゴを押し付けてしまう事もあります、以前の私もそうでした。 

また「自分が造りたい庭」をお客様に押し付けてしまう事もあったのかもしれません。 

しかし本来なら「お客様が心の底から望む本当のもの」を探し出し、提案する事がそ

の道のプロである我々の責任でもあると思うのです。 

業者の良し悪しは、主役である「あなた」の考えをどれだけ具現化することが出来る

かが最も重要なポイントなのです。 

それは契約前の打ち合わせ段階で必ず見極める事ができるはずです。 

 

３、本当に大事なのは業者選びなんです！ 

実際ここまで読んで頂いている勉強家のあなたには、少しずつ庭つくりをする上で大

切なこととは何か？を、掴みかけているのではないでしょうか。 

 しかし中には・・・ 

「お前の言う事なんか信じてたまるか！」と、おっしゃる方もいる事でしょう。 

それでもぜんぜん構いません！私の言う事は否定して頂いて結構です、しかしあなた

の大切なお金を狙う、悪質とまでは言わないまでも、いい加減な業者も中には存在し

ている事だけは絶対否定しないで下さい。 
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